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史跡名越切通全景 整備後の鳥瞰イメージパース図

歴史的遺産を保存するとともに、豊かな自然環境の中で歴史的な景観を楽しめる。



第１切通 整備後のイメージパース図

保存工事を行なった第 1切通は、安全な通行が確保される。通行者は険しく切り立った壁面を見上げることで、鎌倉の地勢を実感することができる。



まんだら堂やぐら群 整備後のイメージパース図

中世の葬送供養の場であるやぐら群については、崩壊の危険があるやぐらに保存対策を講ずるほかは大きな手を加えず、前面平場の調査によって明らかになっ

た遺構配置を表現整備することで、葬送をめぐる信仰空間の雰囲気を伝えられるようにする。



大切岸 整備後のイメージパース図

長さ 800ｍ以上にわたり、高さ 3～10ｍにもなる断崖が重層して連なる大切岸は、石切遺構、防衛遺構としての壮観さを保ち、憩いの場としても利用可能な空間と

して整備する。



整備前の第1切通：逗子側から鎌倉側を望む。壁面の岩盤は、割れ目に木根が侵入して浮石化するとと

もに、風化が進行している。

同：鎌倉側より。指定地内の切通路の中で、壁面の最も迫った箇所。現在の路幅は、ひと一人がやっと通れる

程度である。



第２切通：高さの低い壁面は比較的安定している。

第３切通：鎌倉市との境界に程近くにあり、壁面はさほど高くない。通行路上に大きな石が点在している。



まんだら堂やぐら群の全景：中世の特徴的な葬送遺構であるやぐらが 100 基以上まとまって見ることができ

る鎌倉地方でも有数のやぐら群。

まんだら堂やぐら群の近景：岩盤の風化による経年劣化に加え、自生した樹木が成育し、木根が岩盤

の割れ目を押し広げている。やぐらの側面や天井の崩壊が進んで一部浮石化し、やぐらの内部から運び出された

石塔が雨ざらしで点在している。



現在の大切岸：切り立った崖面が特徴的な景観をつくる。間近に見ると、崖面の風化が著しい。

大切岸の遠景：岩殿寺より、大切岸の長大な全貌を望む。
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序 文

逗子市は、中世を通じて武家の古都・鎌倉の文化圏であり、その外縁に開削された切通路は、首都の

防衛の要であると同時に、交通の要所でもありました。なかでも名越切通をはじめ、いわゆる「七切通」

は主要な道筋に開鑿された切通路で、古来より多くの人々が行き交い、いまもなお来訪者が絶えずに連

綿と歴史を刻んでいます。

名越切通は「七切通」のなかでも最も遺存状態がよく、垂直に切り立った岩肌を間近に眺めるととも

に、周囲に広がる緑の中を歩きながら、往時の雰囲気を追体験できる魅力を備えています。

逗子市教育委員会では、岩盤の風化による切通の崩壊を食い止めるために、先端技術を投入しつつも、

往時の趣を残すように心がけました。この工事に伴い、閉鎖させていただいた箇所もございましたが、

今後は歴史を体感しつつ、より安全に通行していただけるように整備を行い、皆様の学習の場として、

また憩いの場として積極的に活用していただきたいと考えております。

文化財は国民共有の財産であり、過去の人々が残してくれた遺産を、現在の私たちの手で守り、次世

代に引き継がねばなりません。なかでも大地に刻まれた文化財である史跡は、地域の人々 と密接に関わ

りながら現在まで守り伝えられてきたことに大きな意義があります。現在の我々が、創意と工夫を凝ら

し、アメニティのある地域づくりの一助としてその価値を享受しつつ、将来にわたって保存管理すべき

です。

そのためには、管理にあたる自治体が、学術的な価値や効果的な保存の方法を追求するとともに、ま

ちづくりの一環として、整備に取り組む必要があります。

ここに、整備の基本的なあり方を示す「名越切通整備基本計画」を策定いたしました。

今後はこの計画を土台に、実施計画、実施設計へと事業を展開してまいります。つきましては皆様の

ご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます。

本計画の策定にあたり、名越切通整備基本計画策定委員を快諾していただいた皆様には、多くのお力

添えをいただきました。また、文化庁、神奈川県教育委員会をはじめ、各機関には有意義なご助言を頂

きました。末筆ではありますが、厚く御礼を申し上げ、ごあいさつとさせていただきます。

２００５年３月

逗子市長 長島 一由
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例 言

１．本書は、逗子市教育委員会が平成16年度に設置した国指定史跡名越切通整備基本計画策定委員会より提

出された整備基本計画策定報告書を逗子市教育委員会が発行したものである。

国指定史跡名越切通整備基本計画策定委員会の構成は以下のとおりである。

委 員 長 三浦 勝男（鎌倉国宝館館長 逗子市文化財保護委員会委員長代理）

副委員長 大三輪龍彦（鶴見大学教授）

学識委員 河野眞知郎（鶴見大学教授）

沢田 正昭（筑波大学教授）

行政委員 嶋 六三（逗子市教育委員会教育部 次長）

山田 享史（ 〃 生涯学習課長）

２．国指定史跡名越切通整備基本計画策定事業は逗子市の単独事業として実施した。

３．本書の編集は、逗子市教育委員会生涯学習課文化財保護係で行った。

４．委員会事務局の補助業務および本書の草案作成は応用地質株式会社に委託した。

５．本書に係る図面・写真は逗子市教育委員会で保管している。

凡 例

１．報告書に用いた用語のうち、次に示すものはそれぞれ以下の意味で使用した。

２．各図の縮尺は図中に示した。

３．参考引用文献は巻末に記したほか、図のキャプションに明記した。

４．本計画の策定および報告書の刊行にあたっては、委員各位のほか、次の方々および諸機関にご協力を賜

りました。記して御礼申し上げます。

独立行政法人文化財研究所東京文化財研究所 宗教法人法性寺 株式会社第二建設

株式会社アイ・エヌ・テクニカルラボ 株式会社鴻池組

第１切通、第２切通、第３切通
名越切通には、岩盤を開削した、いわゆる「切通」が主に３箇所に分かれて存在する。本書では、逗子側から順に

第１切通、第２切通、第３切通と呼称する（7ページ参照）。

「保存対策」と「崩落対策」

従来、地上に露出した遺構の風化、損壊を防止する目的の施策を「第１切通の崩落対策工事」というように、「崩落

対策」と呼称してきた経緯があるが、これは緊急防災対策を目的としてきたためで、本書では原則として「保存対策」
という表現に統一する。

考古学調査
地下遺構の発掘調査に限定せず、やぐらや、五輪塔などの石塔類の実測等、掘削を伴わない調査を含む総称として

使用した。
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